
  

 
 
 
 
 
 

 

 

 

○テーマ・概要                

 

 

○内 容 

 

 

 

 

 

 

 

以下の 4つのテーマについて、講義および演習で学ぶことができた。 

 

「COVID-19 対応にあたる人々のメンタルヘルス：地域ケア開発研究所の取り組みから見えた現状と課

題」 

 COVID-19 の感染拡大と支援者のメンタルヘルスについて、地域ケア開発研究所での文献レビューや

インタビュー調査の結果を基に、最新の知見から見えた現状と課題について学んだ。 

「トラウマ・インフォームド・ケアとサイコロジカル・ファーストエイド」 

トラウマ・インフォームド・ケアの基本を理解するとともに、サイコロジカル・ファーストエイド（PFA）

と PFAに必要な基本姿勢や態度について学び、災害時のこころのケアについて学んだ。 

「健康危機下で働く人のメンタルヘルスとその支援 組織・管理者の役割」 

COVID-19 などの健康危機下における職場のメンタルヘルス対策の概要と、その支援のための組織およ

び管理者としての役割について学んだ。 

「スタッフ面談のポイント、リラクゼーション法の実践」 

COVID-19 の感染拡大により生じた職場のメンタルヘルスに関する事例を共有し、面談のポイントにつ

いて講義を通して学んだ。リラクゼーション法については、呼吸法を実践し、セルフケアの実践方法を

体験を通して学んだ。 

令和３年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【＜ポストコロナ＞ 

  管理者ができる職場のメンタルヘルス支援】 
日 時:令和 3年 10月 16日（土）１３：３０～１７：３０ 

受講者数:4名 

会 場：兵庫県立大学地域ケア開発研究所 3階演習室 

講 師：増野園惠（地域ケア開発研究所所長・教授）梅田麻希（地域ケア開発研究所教授） 

林知里（地域ケア開発研究所教授）川田美和（兵庫県立大学看護学部准教授） 

西池絵衣子（兵庫県立大学看護学部講師） 

新型コロナウイルス感染症拡大など健康危機下においては、職場のメンタルヘルスを良好に保つための

日頃からの取り組みが重要である。本講座では、管理者ができる職場のメンタルヘルス支援の方法を講

義、ロールプレイ、リラクゼーション法の実践を通して学ぶ。 


